






研究目的 

In vitro fertilization をヒトに応用するに先立ち,慎重に基礎的に検討すべきいくつか

の項目が未だ残されていることが久しく指摘されてきた。この体外受精の成功の重要な鍵

を握るいくつかの因子の一つに至適卵の採取があげられる。体外において受精が支障なく

成立するためには,受精のために最も条件のよい卵つまり至適卵を腹腔より採取しなけれ

ばならないが,本班では本年度この目的のために 

(1)腹腔内卵巣中の卵胞発育の形態学的研究 

(2)腹腔内卵巣からの卵採取手技の研究の 2項目について研究した。 


